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海外の経年的調査における理数系の早期教育

　私は今年度（2016 年度）から会誌編集委員になりまし

た．中学・高校の教育現場を経てから大学の教員になり，

初めて経験することも少なくないのですが，先輩方や事務

局の皆さまに大いに助けてもらって感謝しています．原稿

を依頼された直後，何を書いたらよいのかと思っていると

きたまたま，（株）内田洋行で聞いた MINT（Mathematics, 

Information sciences, Natural sciences, and Technology）

のプロジェクトの話が興味深かったのでご紹介したいと思

います．

　このプロジェクトは長期にわたって行われた経年的

な調査で，これまで学習者がどういう経験や知識を持っ

ていて，それがその後どのように変化するのかを調べ

ています．すでに 10 年間行い，あと 15 年間続けるそ

うです．STEM（Science, Technology, Engineering and 

Mathematics）に近い意味で使われるそうで，MINT は日

常生活の中から得た知識を（教えるというよりは）体験

によって結びつけるためのプロジェクトです．このプロ

ジェクトによる授業では，学習者が日常的な生活の中で，

何気なく感じている素朴な疑問を，教師が科学的疑問に

結びつけて質問します．日常的に起こっている身の回り

の事実から物理を学ぶだけでなく，数学や化学も合わ

せて学習しています．実際，化学，数学，物理，これ

ら全部統合した教材を提供していて，この調査を行っ

たことのある北欧の国でも，教科書を丸暗記すること

はせず統合的に行っているとのことです．私が調査し

たほかの国でも教科ベースではなくプロジェクトベー

スの授業になってきている例がありますので，もし今

後，日本がそのようになったら，学習者同士がどう違

った論点を持っているのかを重視するための評価軸が

必要になることと思います．

　この調査では，8 歳と 12 歳では 8 歳の方が概念理解

の定着率は高く，早く始めた方が効果的だったそうです．

また，これまで理科は男子の方が好成績という報告例が

世界的において少なくないのですが，8 歳の時点では男

女差はなかったそうです．小さいときに日常を捉えるの

はセオリーではなく，日常の概念を科学的な理論にどう

いう風にシフトできるのかが知識の獲得には大事だそう

です．これらのことから，自身の中で知識を少しずつ再

編成させながら，進化するプロセスについて理解するこ

とができるようになるのかもしれません．また，これら

の報告はいつからどういった教育を始めればよいのかと

いうデータの 1 つになり得るかもしれません．

　日本にある学会は，学会名鑑☆ 1 にもあるように，女子

の会員数が極端に少ない学会が多いようです．経年的な

調査から，理数系の早期教育により，今や女子がさまざ

まな分野で活躍し，個性を活かすことができる可能性が

明らかになってきているようです．

☆ 1	 https://gakkai.jst.go.jp/gakkai/
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